
                               ２０１２年３月３１日

    「インプレー中の自由な交代」について（審判員向け補足）

２０１２年度の第３ブロック予選（さわやか杯を除く）においては、インプレー中の自由な

交代を採用します。審判員向けの補足説明を作成しましたので、関係審判員に周知願います。

１．「インプレー中の自由な交代」とは

ハーフウェーラインを挟んで左右３m の位置にマーカー等でマークした全長６m の交代ゾ

ーンを活用し、交代して入る選手が自ら交代する選手を呼んで、交代する選手が交代ゾーンか

ら退出したことを確認した後に交代入場する。

２．採用する競技会

全日本少年サッカー大会、フェアプレーカップ東京都ジュニア大会、JA 東京カップ東京都

５年生大会、体育の日記念５年生大会

３．運用方法・留意点

 (1)メンバーチェック時

  試合前のメンバーチェックは、登録されている全選手について用具の確認まで行う。

 (2)フィールドプレイヤー同士の交代

  インプレー中にも交代することができる。交代ゾーンの内側であれば、どこから入退場し

  ても良い。交代の際に、交代する旨を審判に伝える必要はない。

  第四審判・補助審判は、交代して入る選手の用具に問題が無いこと、および、交代する選

手がフィールドの外に出た後に、交代して入る選手がフィールドの中に入ることを監視する。

その際、必要であれば、「まだ入らないで」等の声がけを行い、フィールド内の選手が８人

を超えない様留意する。同時にプレーをする選手が８人を超えた場合は、次のアウトオブ

プレー時に主審にその事実を伝える。

 (3)ゴールキーパー（GK）の交代

  アウトオブプレー時に、主審に通知した後、交代ゾーン内で行う。

 (4)ハーフタイム時の交代（GK の交代を含む）

  ハーフタイム終了時に、主審に通知した後、交代ゾーンから入る。

 (5)負傷者の交代

  負傷者は、どこからでも退出できる。交代して入る選手は、交代ゾーンから入る。

 (6)その他

  第一副審を担当する場合は、交代ゾーンにいる交代要員とぶつからない様注意する。

                                      以上


